
参加費無料 ( 定員 50 名 )

中野万亀

主催：佐賀大学理工学部都市工学部門後藤研究室、NPO 法人地域文化財研究室まちのつぎて、中野家
後援：佐賀県 ( まちづくり課 )、太良町教育委員会

お 問 い 合 せ
参 加 申 し 込 み

13:30 ~ 15:30

nakanoke.symposium@gmail.com

「国登録有形文化財 中野家住宅について」            　　　　　
   講師 : 江島文 ( 一級建築士・有限会社江島建築文化 )　　  

(13:00  開場 )

13:30~14:15　見学会

会 場 中野家住宅
佐賀県藤津郡太良町伊福甲 1978 GoogleMaps

2/16 日

中野家住宅 と

2025

14:20~15:30　講演会

プログラム

令和６年度 TSUNAGI プロジェクト「さがの建築・景観資源の調査と活用支援」関連事業

「中野万亀の地域における人材育成」　
   講師 : 高橋研一
             ( 鹿島市民図書館学芸員・
               佐賀大学地域学歴史文化研究センター特例研究員 )

   進行：後藤隆太郎（佐賀大学理工学部教授）

※駐車場に限りがあります。なるべく乗り合わせの上、ご来場ください。

①氏名②メールアドレス③所属とともに 2/14( 金 ) までに参加を申し込みください。
なお、席に余裕がある場合は当日参加も可能です。

　佐賀県藤津郡七浦村伊福（現・太良町）出身の中野万亀（なか

のまき 1872〜1949）は、佐賀県立師範学校女性部を卒業した県内

初の女性正教員の一人です。特に伊福の自宅において、女性の

ための「夜学会」や「中野家庭寮」、農繁期の託児所を開くなど

大正期の人材育成の取り組みが特筆されます。近年、高橋研一

氏による調査研究に基づく『中野万亀』（佐賀学リーフレット

11，令和５年，海鳥社）が刊行され、取り組みの全容やその日本

近代史の中へ位置づけが成されています。他方、伊福の住宅は

主屋棟、座敷棟、納戸棟からなる明治末期に建築された大規模

な建造物であり、伝統民家の様式を受け継ぎながら近代的な発

展がうかがえる文化的・景観的な価値を有しています。それら

は大きく改変されることなく中野家によって大正、昭和、平成、

令和と継承され、さらに近年の調査や修繕を経て、平成 29(2017)

年には国の登録有形文化財 ( 建造物 ) に登録されました。

　今回、中野家住宅を開放していただき、国の有形文化財登録

に尽力された江島文氏を講師とした見学会および当該住宅等で

の中野万亀の人材育成等の取り組みについて高橋研一（前掲）

氏の講演会を行い、中野万亀と中野家住宅について理解を深め、

今後を考える一つの機会とします。

現地見学・講演会


